


国際ロータリー第 2680 地区

ガバナーエレクト 室 津 義 定（尼崎中）

ロータリー財団の補助金システム

１．はじめに

皆さん、こんにちは！ガバナーエレクトの室

津です。本日は、伝統ある神戸東ロータリーク

ラブで卓話をする機会を与えていただき、大変

光栄に思います。同時に、幾分緊張しておりま

す。何故なら、当クラブにはロータリー財団関

係者の方がたくさんおられるからです。次年度

の地区ロータリー財団委員長は、久野パストガ

バナーですし、松下様は元資金管理小委員長で、

松谷様、村元様は前および現奨学金小委員長で

す。その他多くの会員の方が財団関係委員会の

経験者としておられますので、卒業試験を受け

ているような気分でございます。本日は、ロー

タリー財団の概要、ロータリー財団の資金、お

よびロータリー財団の補助金プログラムについ

て、お話しさせて頂きます。

２．ロータリー財団の概要

まず、ロータリー財団の歴史を簡単に復習し

たいと思います。1917 年にアーチ・クランフ

RI 会長が、「世界でよいことをしよう」と呼び

かけ、「ロータリー基金」の設置を提唱しました。

そして、26 ドル 50 セントの寄付がありました。

1928 年に非営利信託組織となり、「ロータリー

財団」と名称が変更されました。1929 年に最

初の補助金を「国際障害児協会」に寄付しまし

た。ロータリー財団が発展しましたのは、1947

年のポール・ハリスの死を悼んで、世界のロー

タリアンから多くの寄付が寄せられ、財団に

「ポール・ハリス基金」が設立されてからです。

そして、「国際親善奨学金」、「GSE」、「MG」、

「３－H補助金」、「ポリオプラス」、「ロータリー

平和フェローシップ」など多くのプログラムを

実施しました。そして、2013 年から全世界で、

「夢計画」として、現在の新しい補助金モデルが

導入されました。2017 年には、ロータリー財

団創設 100 周年を迎えます。

ロータリー財団のモットーは、「世界で良いこ

とをしよう！ Doing good in the world!」 で

す。また、ロータリー財団の使命は、「ロータリ

アンが健康状態を改善し、教育への支援を高め、

貧困を救済することを通じて、世界理解、親善、

平和を達成できるようにする」ことです。

３．ロータリー財団の資金

ロータリー財団の資金源は、ロータリアンの

皆様からの寄付です。寄付は、現在 4つに分類

されています。

１）年次基金寄付：３年間資金運用後に原資

が指定した分野の活動に配分されます。指

定できる分野としては、従来からの地元と

海外で実施される活動の支援、すなわち

シェアの外に、国際財団活動資金WF、お

よび６つの重点分野があります。

２）恒久基金寄付：補助金とプログラムを永

続的に実施できるようにするための恒久基

金に対する寄付。原資は保存され、３年後

の投資収益のみが指定したシェア、WF、

ロータリー平和センター、冠名基金の活動

に使用されます。

３）ポリオプラスに対する寄付

４）その他の基金寄付：承認済の補助金プロ

ジェクト、臨時に設置された災害復興基金

などの基金に対する寄付
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この図は、シェア・システムを説明したもの

です。３年前の年次基金寄付と恒久基金寄付の

収益が、地区と財団とにそれぞれ 50％づつ配

分される制度をシェア・システムと呼んでいま

す。地区に配分される 50％を地区財団活動資

金DDFと呼んでいます。一方、残りの 50％は

国際財団活動資金 WF と呼んでいます。地区

財団活動資金DDFの 50％は、地区に裁量権が

ある地区補助金DGに使用でき、その残りがグ

ローバル補助金GGに使用できます。また、グ

ローバル補助金としては、前年度からの繰越

DDF も使用できます。グローバル補助金 GG

は、後ほどご説明しますが、ロータリーが定め

た６つの重点分野に関して、実施国のロータ

リークラブと協同して実施するプロジェクトに

使用されるものです。このようなグローバル補

助金プロジェクトに対しては、地区が調達する

資金額に応じて、国際財団活動資金WFから１

万５千ドルから 20 万ドルまでの上乗せがござ

います。これについても、後ほど説明いたしま

す。なお、ロータリー財団は、財団の年間運営

費の３倍を目標に、必要に応じて年次基金寄付

の３％を WF から運営準備金として積立てる

ことを決定しています。

2014-15 年度における RID2680 の地区財団活

動資金 DDF 会計をお示しします。収入は、3

年前の年次基金寄付から 178,738 ドル、恒久基

金寄付の収益から 10,700 ドルがシェアとして

配分されました。前年度からの繰越 DDF が

216,134 ドル、前年度地区補助金の返還額が 9,

178 ドルで、期首の収入合計は 414,750 ドルで

した。支出は、寄付としてポリオプラスに４万

ドル、ロータリー平和センターに３万ドル、グ

ローバル補助金として奨学金に 19,300 ドル、

人道的プログラムに 5,500 ドル、VTT に 15,

653 ドル、地区補助金として 80,896 ドル、支出

合計は 191,349 ドルです。205-16 年度への繰

越DDFは、223,401 ドルとなっています。

RID2680の 2014 - 15年度DDF会計
１．収入 ドル
３年前の年次基金寄付の50％ 178,738
恒久基金寄付の収益の50％ 10,700
前年度からの繰越DDF 216,134
前年度地区補助金返還額 9,178

2014 - 15年度期首DDF合計 414,750
２．支出
（寄付） ポリオプラス 40,000

ロータリー平和センター
30,000

（グローバル補助金）
奨学金 19,300
人道的プログラム 5,500
VTT 15,653

（地区補助金） 80,896
2014－ 15年度支出合計 191,349
３．次年度繰越DDF 223,401

４．ロータリー財団の補助金プログラム

ロータリー財団の補助金プログラムは、地区

補助金DGとグローバル補助金GGの二つにな

りました。

４．１ 地区補助金

地区補助金には、奉仕プロジェクト、地区奨

学金、および職業研修チーム VTT のプログラ

ムがあります。職業研修チームは GSE に代わ

るプログラムです。いずれも、地元や海外の緊

要なニーズに取り組むための補助金で、短期的

な成果が期待できる予算規模の小さいものが対

象で、個別プロジェクトの採択権は地区にあり
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ます。

本地区で実施された奉仕プロジェクトの例を

ご紹介します。「響け 若人の歌ごえ 被災地

から被災地へ」は、“東日本大地震の被災地福

島県南相馬”と“2度の震災を受けた淡路”の

青少年合唱団が交流したプロジェクトです。

「デング熱」蚊駆除用ハーブオイル抽出機の普

及に関するプロジェクトは、タイ国において実

施されました。「永田萠さんと王子公園で絵を

描こう」は神戸東RCが実施されたプロジェク

トです。

地区奨学金には、3種類あります。タイプ１

は、国内の教育機関に修学する経済的に恵まれ

ない学生に対する奨学金で、給費額は一律 20

万円です。タイプ２は、海外留学生に対する奨

学金で、給費額は 12,000 ドルです。タイプ３

は、海外での文化・芸術・語学研修生に対する

奨学金で、給費額は 2,000 ドルです。

地区補助金プログラムに対するクラブの資金調

達は、次の通りです。奉仕プロジェクトに関し

ては、地区補助金からの拠出は、総予算額の

50％、かつ 50 万円以下、残りはクラブが拠出

します。地区奨学金に関しては、各奨学金の

80％を地区補助金から拠出し、残りの 20％を

クラブが拠出します。

地区補助金プロジェクトに対するクラブの資金
調達
１．奉仕プロジェクト
地区補助金からの拠出は総予算額の50％以
下、かつ50万円以下、残りはクラブが負担

２．地区奨学金
地区補助金からの拠出は各奨学金の 80％、
残りの20％はクラブが負担

地区補助金を申請するためには、「クラブが

参加資格」を取得することが必要です。各クラ

ブから提出された地区補助金プロジェクトの申

請は、地区で審査した後、地区から財団に一括

申請し、承認されたプロジェクトの補助金を地

区が受領し、各クラブに配分します。申請締切

は、３月末、年１回です。なお、例外的に年度

中に臨時費対応のプロジェクトを申請できるこ

ともあります。

４．２ グローバル補助金

ロータリーは「人道的奉仕の重点化と増加」

を図るために、６つの重点分野を特定しました。

それらは、ロータリアンが世界中で取り組んで

いる緊要な人道的ニーズや課題を反映したもの

で、ロータリーが取り組むほかの国際的な開発

活動とも調和するほか、ロータリー財団の使命

を助長するものです。

６つの重点分野
・平和と紛争予防／紛争解決（平和）
・疾病予防と治療（健康）
・水と衛生（健康）
・母子の健康（健康）
・基本的教育と識字率向上（教育、貧困）
・経済と地域社会の発展（貧困）

各重点分野には、基本方針が示されています。

それらの基本方針には、補助金手続きの効率化

を図り、プロジェクトの質を高める指針が示さ

れています。それらに従えば、グローバル補助

金プロジェクトとしての受領資格があることに

なります。さらに、ロータリーとして活動実績

のある分野を反映しています。なお、プロジェ

クトの計画は提唱クラブが主導するものであっ

て、基本方針に従う必要があります。
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グローバル補助金は、重点分野の基本方針に

従って、その目標を達成するための人道的プロ

ジェクト、奨学金、および職業研修チームVTT

が対象です。実施国のニーズに基づいて、実施

国のクラブと援助国のクラブとの大規模な協同

プロジェクトであること、すなわちWFからの

上乗せが１万５千ドル以上、すなわち予算規模

が 3 万ドル以上でなくてはなりません。さら

に、プロジェクト完了後もその成果が持続する

とともに、目標の達成および成果が測定可能で

ある必要があります。

職業研修チーム VTT は、以前の GSE に代

わるプログラムです。すなわち、専門職業の研

修を提供するチームや研修を受けるチームを海

外に派遣したり、海外から受け入れることに

よって、チームメンバーの職業スキルや知識を

生かして、地域社会の人びとのスキルを高め、

持続可能・測定可能な成果をもたらすプログラ

ムが職業研修チームVTTです。

グローバル補助金プロジェクトの例を紹介し

ます。人道的プロジェクトとして、「水と衛生」

の分野で、インドとのプロジェクトは、簡易ダ

ム設置などの農業灌漑によって貧困層の住民の

自立を支援するプロジェクトで、芦屋ロータ

リークラブが主提唱者として実施されました。

総予算は 108,950 ドルでした。奨学金プロジェ

クトは、「経済と地域社会の発展」の分野で、ロ

ンドン大学への留学を、和田山ロータリークラ

ブが提唱者として実施しました。総予算額は、

44,557 ドルでした。また、VTT として、尼崎

西ロータリークラブが主提唱者として、「疾病

予防と治療」の分野で、ネパールの看護師能力

向上プロジェクトを総予算 33,781 ドルで、実

施しました。

グローバル補助金プロジェクトの資金調達に

ついて説明します。グローバル補助金に関して

は、国際財団活動資金WFから、提唱クラブか

らの現金拠出金に対しては、その 50％の上乗

せがあり、地区のグローバル補助金GGからの

DDF 拠出に対しては、その 100％の上乗せが

あります。なお、本地区では、提唱クラブの現

金拠出金に対して、グローバル補助金GGから

の DDF の上乗せがあります。人道的プロジェ

クトに対しては、現金拠出金の２倍のDDFを、

奨学金と VTT に対しては、現金拠出金の５倍

を上乗せします。

グローバル補助金プロジェクトへの上乗せ
１．国際財団活動資金WFからの上乗せ
（財団規定）
クラブから現金拠出金に対して 50％
グローバル補助金GGからのDDFに対して

100％
２．クラブからの現金拠出金に対する GG か
らのDDF上乗せ

（地区規定）
人道的プロジェクトに対して

現金拠出金の２倍
奨学金、およびVTTに対して

現金拠出金の５倍

したがって、人道的プロジェクトの場合の資

金調達の積算は、次のようになります。クラブ

の現金拠出金 C に対して、①財団の規定によ

り、国際財団活動資金WF からその半分 0.5C

の上乗せ、②本地区の規定により、グローバル

補助金 GG の DDF からその２倍２ C の上乗

せ、さらに③ DDFに対してWFから同額２ C

の上乗せがあり、調達資金合計は 5.5C となり

ます。また、援助国側提唱者の負担額は、提唱

者による拠出金総額の 30％以上でなくてはな

りません。一方、援助国には、義務ではありま

せんが、資金拠出が期待されています。なお、

財団の運営費を確保するために、2015 年７月

１日から、送金手続きの処理等の費用として、

グローバル補助金の現金拠出額の５％を加算し

て財団に支払うことが必要になりました。

また、奨学金と VTT についての調達資金の

積算は、次のようになります。クラブの現金拠

出金Cに対して、①財団の規定により、WFか
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らその半額 0.5C、②本地区の規定により、GG

の DDFからその５倍５Cの上乗せがあり、さ

らに③ DDF に対して WF から同額５ C の上

乗せがありますので、調達資金合計はクラブの

現金拠出金の 11.5 倍の 11.5C となります。

グローバル補助金の申請は、年間を通じて受

け付けますが、申請の審査は年４回行うことに

なっています。

５．おわりに

以上、ロータリー財団の補助金システムにつ

いて、説明させていただきました。RI2680 地

区では、残念ながら、地区補助金につきまして

も、グローバル補助金につきましても、地区に

配分された地区財団活動資金 DDF が、クラブ

および地区が主導する奉仕プロジェクトとして

十分に利用されていないのが現状です。神戸東

ロータリークラブにおかれましては、今後とも

地区補助金プロジェクトを継続的に実施してい

ただくとともに、グローバル補助金プロジェク

トにも挑戦していただきますようお願いしま

す。長時間に渡り、ご清聴ありがとうございま

した。
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「私の現在過去未来」
鈴 木 祐 一
大和船舶土地

今回、伝統ある神戸東ロータリークラブに入

会を認めていただきありがとうございます。

さて、私の自己紹介をさせていただきます。

私は、昭和 34 年９月 23 日生まれの現在 56

歳です。神戸市立板宿小学校、神戸市立本山中

学校を経て、兵庫県立神戸高校を卒業し、京都

工芸繊維大学工芸学部建築学科に入学し、卒業

後は同校大学院修士課程を修了しました。その

後、直ちに父が経営する大和船舶土地株式会社

に入社しました。本業は家主業ですので、コン

セプトを重視した建物・諸施設をつくり続けて

現在に至っています。基本的に住宅では、ベル

トゥリー・Y's house・D house、事務所・店舗で

は鈴木ビルといったブランドで展開していま

す。

弊社のグループは、大和船舶土地㈱、㈱大鈴、

㈱大和リース、㈲大和建物管理の４社で構成さ

れていて、全て家主の会社となります。

神戸市内各所で４社及び私、私の父で所有、

運用している不動産は合計約 50,000㎡程度に

なっています。ビルディングタイプも事務所・

店舗・駐車場等、変わったものでは宗教施設と

多岐に渡っています。ただし私が建築家として

の教育を受けたので普通に建物を建てるのでは

なく、私が事業主かつプロデューサーとして設

計チームを統括し、その街の文脈を活かしたコ

ンセプト重視のものづくりを地域集中して連鎖

的に建て続けることにより、開発の成果として

点が線になり面的に広がることで、神戸らしい

街づくりと同時に古い街の活性化ができればと

の思いをもって毎日努力しています。

具体例をご紹介すれば、須磨ニュータウンで

は集合住宅、ロ－ドサイドのコンビニエンスス

トアー、ロードサイドレストラン等街の必要な

機能を集約しリニアーに構成させた施設群をつ

くりました。板宿地区は私どもファミリーのオ

リジンですので、Y's house というコンセプト

重視の集合住宅を 20 棟程度連鎖的に建設して

きましたし、今後もこの地域にある古い建物を

リノベーション・建て替えの計画をしています。

兵庫区においても数ヵ所ベルトゥリーというブ

ランドにて展開中です。また、中央区において

は、ベルトゥリー・Y's house・鈴木ビル（事務

所、店舗等）・A教団のお寺を展開していますし、

岡本地区においても、伸幸ビル・ベルトゥリー・

Y's house を展開しています。

結果としまして、2009 年、2012 年、2013 年、

2014 年、2015 年度のグッドデザイン賞（日本

デザイン振興会主体）を合計 10 件受賞するに

至っています。この賞はもともと通産省がつ

くった賞で、消費者の中では一番知名度がある

とのことなので、今後も連続受賞できるように

力をいれたいと考えています。

今後につきましては、地元の大学である神戸

芸術工科大学環境学科内の禅昌寺・神撫町プロ

ジェクトチーム（花田教授、川北教授）との連

携をより一層強化して、産学共同で地域に密着

し貢献できる不動産投資を継続していくこと

と、街の活性化に必要な地域と時代に合致した

医療サービスも弊社の中で実現し美しい神戸ら

しい街づくりを着実に実現したいと願っていま

す。

まだまだ稚拙な私ですが、皆様宜しくお願い

申し上げます。
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新人会員自己紹介 2015.9.15



10 月 18 日 神戸市立山の手小学校におい

て、「第８回神戸東ロータリークラブ杯 中央

区少年団親善野球大会」を開催致しました。当

日の模様が神戸新聞に記事として掲載されまし

た。ご協力下さった会員の皆様に厚くお礼申し

上げます。

（以下、神戸新聞より）

卒業前の思い出に中央区の少年団野球部に所

属する小学６年生がチームの垣根を超え、混成

チームで試合を楽しむ親善大会（神戸東ロータ

リークラブ杯）がこのほど、同区中山手通の山

の手小学校で開かれた。卒業を前に（普段対戦

している相手と仲良くする機会を）と、同クラ

ブ（道上明会長）が協賛し８回目。今年は８チー

ムの 48 人がくじ引きで４チームに分かれ、

トーナメント方式で熱戦を展開。赤チームが優

勝した。唯一の女子ながら投手で４番を務め、

本塁打を放つなど優勝に貢献した川瀬芽依さん

（12）＝なぎさ小６年は「いつもと違う勝負で

面白かった。他のチームの選手ともいろいろ話

せた」と満足そうだった。

（青少年奉仕委員長 福原 敏晃）
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第８回中央区少年団親善野球大会 2015.10.18

第８回神戸東ロータリークラブ杯
中央区少年団親善野球大会を開催



過去数年間は会員の職場訪問をしてきた訳で

すが、今年度は道上会長の“時代に合った職場

訪問を”という諮問に沿い、会員が職業を営ん

でいる当該地域である神戸市に焦点を当て、職

場訪問を企画致した次第です。平成 27 年 10

月 27 日、道上会長他 39 名の方々にご参加を頂

ました。まず最初にKIMECセンタービルにバ

スで到着すると、神戸市企画調整局の石井係長

他スタッフにお出迎えを頂きました。次に 10

階のセミナー室で、内藤部長からスライドを

使って、医療産業都市構想の歴史、特に現況・

将来構想をご説明頂きました。その後展望ロ

ビーに移動し、俯瞰見学を実施した次第です。

今年の世界保健相サミットの話を含めて、この

医療産業都市構想の実現が神戸市経済活性化の

起爆剤になるものと期待をしております。次に

バスで理研計算科学研究機構 AICS に移動し、

研究棟６階にて施設概要の説明を 20 分ほど受

けました。「京」の登場により、スパコン産業利

用が大きく拡大し、産業の国際競争力強化にも

不可欠なインフラになったことは明白で、現在

100 社以上が「京」を利用しており、全ユーザー

の約 30％が産業界の人々だとの事です。説明

終了後、正面シャッターが上昇し、前方全面に

コンピューター本体が急に現れると、その迫力

に声が上がった事が印象的でした。今回の職場

訪問により会員が知識見聞を高め、各自の立場

において意義ある職業奉仕の実践に活かせて頂

ければと願っております。

（職業奉仕委員長 大澤 勇）
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職場訪問 2015.10.27

神戸市が最重要課題として取り組んでいる
医療産業都市と世界レベルのスーパーコンピューター「京」の見学



2015 年 11 月 15 日・日曜日に「人形浄瑠璃

鑑賞とふぐご堪能コース」と題して、淡路島へ

日帰り家族旅行に行ってきました。会員 18

名、事務局１名、奨学生姜君１名の合計 35 名

の参加でした。

当日早朝は、あいにくの雨模様ではありまし

たが、出発時には雲ひとつない晴天に恵まれま

した。

まず最初に目的地・福良にて重要無形民族文

化財に指定されている「淡路人形浄瑠璃」を鑑

賞し、参加者一同は人形の細かい動きに目を研

ぎ澄ましていました。

続いての目的地・洲本では、ホテルニューア

ワジにて海を一面見渡されたり、趣向の凝った

温泉露天風呂を楽しんだ後、今旅行のメインイ

ベント、道上会長提供の日本酒・都美人純米大

吟醸「無限大」を呑みながら、淡路の海で育っ

た丸々とふとった３年ふぐを頂きました。

そして最後は淡路ハイウェイオアシスにて土

産を買い帰路に着きました。

今回は小学生４人の子供達も参加して頂き、家

族委員長としては良かったのではないかと思い

ます。

（家族委員長 林 伯正）
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秋の日帰り家族旅行 2015.11.15

秋の日帰り家族旅行として
「人形浄瑠璃鑑賞とふぐ堪能コース」を開催
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秋の日帰り家族旅行 2015.11.15



11 月 29 日 神戸市立王子動物園で開催され

た「絵本作家永田萠さんと王子動物園で絵を描

こう」のイベントを当クラブが後援し、動物舎

の前で参加者を見守るなど運営ボランティアと

して参加者がスムースに写生をしたり個別に指

導をうけたりできるように支援しました。

このイベントは、子供たちに観察力や表現力

を養ってもらう機会を提供することを目的とし

て開催され、保護者とともに参加した３歳から

小学６年までの幼児・児童約 90 人が、思い思

いに絵筆をふるい、好きな動物を水彩絵の具や

クレヨンで楽しそうに描写していました。永田

先生、動物園スタッフはじめ関係者の皆様、参

加して下さった会員の皆様のご協力に心より感

謝申し上げます。

（青少年奉仕委員長 福原 敏晃）
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絵本作家永田萠さんと王子動物園で絵を描こう 2015.11.29

R12680地区の奉仕プロジェクトとして採用された
「絵本作家永田萠さんと王子動物園で絵を描こう」を後援
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絵本作家永田萠さんと王子動物園で絵を描こう 2015.11.29



2015 年 12 月 22 日・火曜日に神戸メリケン

パークオリエンタルホテルにて、恒例の神戸東

ロータリークラブ忘年家族会を開催しました。

会員 67 名、ご家族 38 名、事務局３名、奨学生

１名の合計 109 名の参加者でした。

18 時にコーラス隊の合唱、家族委員長の開

会挨拶、道上会長の挨拶、奨学生・カン君をゲ

ストとして紹介後、久野パストガバナーの乾杯

で会食が始まりました。

食事はホテル特製のクリスマスメニューのフ

ランス料理フルコース。この日のためにホテル

側と家族委員会にて試食を繰り返したので、

きっと喜んで頂けたと思います。ワインはもち

ろん今井会員厳選のものでした。

この後、新入会員として後藤会員とご家族を

紹介し、100 点以上集まった会員からの景品で

大抽選会を行いました。今年は例年以上に豪華

であったため、当選された方は非常に喜ばれた

一方、当選されない方は抽選者の私を見つめる

ので幾分緊張しました。

最後は神戸出身で 2015 年１月にメジャーデ

ビューを果たした歌手「にこいち」のスペシャ

ルステージに耳を傾けた後、「手に手つないで」

で締め、今年度の忘年家族会を閉会しました。

（家族委員長 林 伯正）
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忘年家族会 2015.12.22

神戸メリケンパークオリエンタルにて
忘年家族会を109名の参加で行いました
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忘年家族会 2015.12.22
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例会スナップ

▲ 7月 21日「不良姿勢がもたらす機能障害オステオパシー医学考察」
代替療法センターホリスティック医科学ケアー 代表取締役 院長 松 下 高 司 氏

▲ 8月 11日「サッカーを 3倍楽しく観る方法」
㈱クリムゾンフットボールクラブ 取締役副会長 三木谷 研 一 氏

▲ 9月 1日「読書推進イベント『読まなきゃ！ in 神戸』ご紹介」
作家 福 田 和 代 氏

▲ 8月 4日「臨時総会」（決算・予算） ▲ 9月 8日「臨床アロマセラピー」
ホリスティックケアプロフェッショナルスクール 学院長 相 原 由 花 氏

▲ 9月 29日「縄文・津軽・そして現在」
鎌 田 哲 夫 会員
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▲ 10月 20日「医療施設と介護施設について」
宮 昭 久 会員

▲ 10月 27日「ＸＸ 10ゴルフクラブ」
ダンロップスポーツ㈱ 相談役 馬 場 宏 之 氏

▲ 11月 24日「ロータリアンの知らないＴＶの世界」
村 元 信 吾 会員

▲ 10月 6日「上海の歴史 その１」
中 尾 優 会員

▲ 11月 10日「日本のロータリアンもっと喜んでください」
よねやま親善大使 スチッタ・グナセカラ氏

▲ 12月 1日年次総会（理事役員選挙）
歌唱指導 西 村 雅 子 先生

例会スナップ



17

▲ 12月 8日「ロボット支援手術の魅力」
神戸大学医学部付属病院・病院長
神戸大学大学院医学研究科・医学部 教授 藤 澤 正 人 氏

▲ 1月 5日 「初釜例会」

▲ 1月 12日「問題を抱える少年はどうやって立ち直るのか。
～これまでの活動を通じて感じたこと～」

春名・田中法律事務所 弁護士 田 中 賢 一 氏

▲ 12月 15日「税務調査体験談」
田 中 寿 夫 会員

▲ 1月 19日「神戸・三宮センター街 過去・現在・未来」
松 谷 齊 泰 会員

例会スナップ
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余韻会（俳句同好会）




